
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道水には各家庭に給水される途中で雑菌が繁殖しないよう塩素による消毒がなされています。 

少し塩素臭がし、このことが味を左右する大きな要因になっていますが、これは安全で安心して飲むこと

ができる水であることの証明でもあります。この塩素臭は、水道水を冷蔵庫で冷やしたり、レモン汁を混

ぜるとほとんど気にならず、よりおいしく飲むことができます。夏場の水分補給には、最も手軽で安全な

水道水をぜひご利用ください。（ただし塩素が抜けると、殺菌効果がなくなるので、なるべく早く飲み切ってください。） 

 

 

  

発 行 / 丹波市水道部  まごころ 

 

知ってるようで 

知らない！？ 

 

母坪
ほ つ ぼ

浄水場 Vol．01 

 

 

丹波市柏原町柏原 1番地 TEL（代表）0795-72-0605 FAX 0795-72-0551 

 

「水道水をもっとおいしく飲むためには・・」 

 

 

怪盗スイドーから挑戦状が送られてきたよ！ 

コップと水を使えば簡単に解けるみたいだけど、みんなはわかるかな？ 

透明なコップに

黒い水（コーヒー

など）を入れて、

星印のところに置

いてみよう！コッ

プに字が浮かんで

くるよ♪ 

～ 挑戦状   ～ 

 

 

発行日 / 平成 30 年 8 月 20 日 

こ
の
た
び
、
丹
波
市
水
道
部
で
は
広
報
紙
の
発

行
を
始
め
ま
し
た
。
年
２
回
の
発
行
で
夏
号
、
冬
号
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

丹
波
市
の
水
道
の
情
報
を
、
多
く
の
市
民
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
、
読
ん
で
、
見
て
楽
し
い
情
報
紙

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
丹
波
市
水
道
部
広
報
戦
略
Ｓ
ｕ
ｉ
・

ＤО

！
・
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
策
定

し
、
丹
波
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
今
回
の
広
報
紙
の
発
行
も
、
こ
の
広
報

戦
略
の
一
環
で
、
詳
し
く
は
丹
波
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
事
業
や
大
人
向
き
の

出
前
講
座
の
開
催
な
ど
、
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、

聞
い
て
み
た
い
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る
取
り
組
み

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
水
道
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

◎浄 水 場 地下水などを、水道法の水質基準に適合した水道水に処理する施設。 

◎浄水能力 その浄水場で作ることができる水道水の量。一般的に 1 日あたりの最大量を言う。 

◎ろ過装置 水に混ざっている細かな不純物を砂の層や膜を通してきれいにする装置。 

 昭和 58 年に建設され、柏原地域全域に水道水を送っていま

す。浄水能力は、6,600 ㎥/日（25ｍプールの水約 20杯分）

あり、市内で一番大きい浄水場です。 

 平成 19 年には、日本で初となる、生物を利用して鉄分を除

去するろ過装置などが増設されました。 

 現在、この浄水場では、遠隔監視装置により市内各所の水道 

 施設の運転状況が常時確認できるようになっており、緊急時に備えて 24時間常駐管理を行っています。 

用語 

解説 

Vol．01 

新井
に い

配水池（柏原町北山地内）平成 29年建設 

丹の水だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol．01 手続き 編 

 

お答えします！ 

 水道を開始したい/止めたい場合はどうしたらいいですか？ 

 

水道施設統合整備事業が完了したことを記念して、新たに整備した施設や、 

従来の配水区域を越えて水を融通するしくみ、各年度に取り組んだ事業、豪 

雨災害とその後の対応などをまとめました。 

各支所、水道部にありますので、ご自由にお持ち帰り、ご覧ください。 

 

 

 

  

この写真は中学生が実習でドローンを操作し、

上垣浄水場（市島）を撮影したものです。 

金属探知機を使っている様子 

【左の写真】 

大学で水道の講義を

行い、利き水を実演

している様子 

 
小学生向け出前講座で説明をする様子 

詳しくはホームページをご確認ください。 

こちらの QRコードを読み取りますと、ホームページへ 

簡単にアクセスすることができます。  

▼お問い合わせはコチラ▼ 

0795-72-0600 

（上下水道お客様センター） 

詳しくはホームページをご確認ください。 

こちらの QRコードを読み取りますと、ホームページへ 

簡単にアクセスすることができます。  

▼お問い合わせはコチラ▼ 

0795-72-0605 

（企画調整係） 

丹波市水道部では昨年に引き続き、児童の皆さんが水道

に関心を持ち、水道について考えるきっかけとなるよう、

出前講座を実施しています。 

7月末現在、14校で小学生向け水道出前講座を実施し

ています。 

トライやるウィークで６月４日から８日まで水道部の仕事について学

ばせていただきました。 

丹波市の浄水場を見学してどうやって水は私たちの家に送られている

のかが分かりました。また、異常事態になったときの緊急時の対応のしか

たも教えていただき、水道部で学んだことを小学生向け出前講座で発表し

ました。自分たちで工夫して小学生に伝えることができました。 

柏原中 2年 男子生徒 

どのような施設がどんな役割をもっているのかや、どんな水道の仕事が

あるのかがわかりました。 

「すごいなぁ」と思うこともたくさんありました。中でも 24時間対応

ができるような体制を整えることがすごいと思いました。他にも難しいと

思うこともあり、良い経験になりました。 

氷上中 2年 女子生徒 

丹波市の水道をより深く知っていただくため、大学と連携して水道の広報活動を展開します。 

今年度は、関西国際大学（三木市）の学生と連携し、水道部職員が大学へ出向いて講義を行い、

丹波市の現状を紹介しました。 

また、学生達には、丹波市の水道施設を見学してもらい、より理解を深めてもらいました。 

今後、新たな視点からの広報企画の提案などをしてもらいます！ 

【使用届】を丹波市上下水道お客様センター窓口又は各支所の窓口へ 7日

前までに提出してください。使用届は丹波市ホームページからもダウンロ

ードできます。 

☑休止から再開する場合は、開栓手数料 1,000円が必要です。 

☑土日祝日及び夜間は、開閉栓できませんのでご注意ください。 

 

 

【右の写真】 

大学生が丹波市を訪

れ、市内各水道施設

を視察する様子 


